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不安定にもなる｡Ashby 等は適当な cnnnectance を与えて.主対角要素を正または
負に rand(1m に定め.そのとき系が安定かどうかを計算機でしちべてみた｡その結果.
系が小さいうちは cnnnビCtanCeが増大しても系の安定 となる割合はそれほど減少しな













我々はLifegame として知 られているセル空間での firingcellの ev.olution
を記述する法則を一様セル空間に適用 し初期値に依存する一ある性質があることを述べる｡
Lifegameにおいて各セルは 8個の近傍をもつ｡各セルは 2つの状態すなわち 0と
いう状態 (静止状態 )と1という状態 (firing state)をもつ｡さて各セルの状態を
xinj で表わそう｡Xln7 -ユor O｡このセル空間での evolutionは･
xin,+1-1:もしxiT-1でかつ･近傍のセルのうち 2つまたは 3つが fire して


































































































configurationによらず,従って初期の firingの rateのみの関数 として,後々の
firingrate が決定 されてしまうという興味ある特徴があらわれる｡
セル空間での初期の firingの configuiationを, firingの rateをパラメータ
として random に定めるものとしよう｡この後,この rateに関するeもolutionは
確率的には,このconfigurationIにかかわらずほ 一ゞ義的に定まる.
このgameの nperatnrの特徴から,一回だけ時間が遷移する度毎に少しずつ特殊な
パタンがっ くられてゆくがそれを無視すれば,すなわち系が各遷移毎 rand｡m な
cnnfiguratinnをっ くってゆくものとすれば,ほとんどの場合系には. firingrate
に関してその cnnfigurati()nに拘 らず,ある値に収束する場合とすべてのセルが静止
状態におちつ く場合の 2通 りがあることが分る (図 3)0
実際には transiti.on によって作られる configurationは randomではないから















京大理 富 ~田 和 久 ､
po
生体系が彪大な数の原子分子の集合体であることは言 うまでもないが,この様な系を
理論的に扱おうとする場合,従来の物理学者の常識からはみ出すかのように見える問題
がいくっかある｡一その一例 として,生体の構造には,-いわゆる結晶性の物質にみられる
ような,微視的構造に関する繰返 しが存在しないにも拘わらず.巨大構造の隅々にまで
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